
ありあけ新世高校（福岡県大牟田市）生徒による校内発表

及び相馬高校新聞部生徒による発表について

去る１０月４日（火）～６日（金）の２泊３日で、本県を訪問し沿岸部被災地の

現状視察や相馬高校新聞部生徒との交流、農産物の放射線測定状況の視察を行った

「福岡県立ありあけ新世高校」の生徒４名が、１２月16日（金）に行われた校内

発表会において今回の視察結果ついてプレゼンいたしました。

その際、相馬高校生新聞部生徒３名が同校を訪問し、福島の現状などについて自

らの取材活動を通した発表を行う機会が設けられました。

【日程・場所・発表者】

○日 時 12月16日（金）総合学科発表会 9時30分～13時00分

○場 所 大牟田市文化会館大ホール

○ありあけ新世高校（本県訪問の被災地支援プロジェクトメンバー（３年））

久間明日香さん、末藤真優さん、中村恵理子さん、田中美樹さん
く ま あ す か すえふじ ま ゆ なかむら え り こ た なか み き

○相馬高校新聞部

大谷亘さん（２年）、和田山きらりさん（２年）、根本奈央美さん（１年）
おおがいわたる わ だ やま ね もと な お み

【ありあけ新世高校発表概要】

○福島県の現状は、想像をはるかに超えていた。

○「東日本大震災から５年が経過した」ではなく「東日本大震災本震から５年が

経過した」というべきだ。

○浪江では、３月１２日の新聞が入っているのを見て、その日から家に帰ること

ができなくなった人がいると思うと鳥肌が立った。

○小高では、和田さんがガラス細工のお店を作るなど、魅力的なまちづくりを進

めている。

○南相馬から浪江に通って花農家をやっている川村さんを訪問しお手伝いをした

「この花がきれいに咲くことで、きっと福島の未来を明るくしていくのだろう」

と思った。



○そんな頑張っている人々を見て「応援していきたい」と思った。

○相馬高校生から「福島出身というだけで周りからどう思われているか怖かった」

など話を聞いて驚いた。震災を１００％理解することはできないが、少しでも

理解しようとする努力はできる。

○今回の視察で、「大量の黒い袋はどこへ行くのか」「福島に対して悪いイメージ

を持って欲しくない」「他人事だと思わない」「震災のことを絶対に忘れない」

と決意し、「多くの人に今の福島を知って欲しい」「福島にいつも関心を持って

関わっていきたい」と思った。

○そして、自分たちができることは「伝えること」だ。きちんと検査しているこ

となど、そして、福島のリンゴやお米がとてもおいしいこと。

○自分たちの活動に双葉町の人から「今は会津に避難しているが、私も頑張るか

ら10年後に来て復興した姿を見て欲しい」との手紙をいただいた。

○福島に行くことで喜んでくれる。また福島に行きたいと思った。

○私たちは、社会のいろいろなことに関心を持ち、自分に何ができるのかと問い

かけ、そして行動していくことの大切さを学んだ。本校の校是を心に刻んで社

会に貢献できる人間でありたい。

○福島で見た景色、感じた風を忘れず、これからもずっと福島を見続けていかな

ければと思っている。

【相馬高校発表概要】

・相馬高校新聞「わかこま」の紹介（次の次のページ）

・福島県知事、福島県教育長からのメッセージ披露

・「ふくしままっぷ」の紹介

↑クリック

【福岡県立ありあけ新世高校】

・学 科：総合学科（全日制・１１５科目から選択履修）、普通科（定時制）

・生徒数：約５６０名（男：女＝１：４）（全日制）

・沿 革：三池農業、大牟田商業、大牟田南が合併し2003年(H15年)設置

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01010d/fukushima-map.html


＜１０月の視察概要＞

１ 訪問者

・福岡県立ありあけ新世高校３年生（被災地支援プロジェクトメンバー）

久間明日香さん、末藤真優さん、中村恵理子さん、田中美樹さん
く ま あ す か すえふじ ま ゆ なかむら え り こ た なか み き

・福岡県立ありあけ新世高校 校長 木本 和宏 氏
き もと かずひろ

〃 教諭 松本 雅子 氏 ほか
まつもと まさ こ

２ 本県訪問の趣旨等

震災５年の報道特番の視聴をきっかけに「被災地を訪れ、高校生なりにでき

る支援を考えたい」という生徒たちの気運が高まり、

①大牟田のフラワーショップと連携した花のオブジェの製作・販売

②オブジェ販売の収益を活用した福島視察の企画

によって訪問が実現。

３ 行程概要

１日目 １０月４日（火）

『相馬高等学校新聞部との交流プログラム』

・13:30頃 小高駅前周辺視察 ※１、２

・14:30頃 浪江町請戸地区視察 ※２

・15:50頃 南相馬ソーラーアグリパークにて相馬高校新聞部と交流 ※２

大谷亘さん、和田山きらりさん、根本奈央美さん（武内義明教諭）
おおがいわたる わ だ やま ね もと な お み

※１）小高ワーカーズベース和田代表 ※２）あすびと福島（南相馬ソーラーアグリ）沖沢氏

２日目 １０月５日（水）

『浪江町視察プログラム』

・ 8:00頃 浪江町内の視察や農家訪問

『県庁幹部表敬訪問』

・17:15-25 知事表敬

・17:35-45 教育長表敬

３日目 １０月６日（木）

『食の安全・安心の取り組み視察プログラム』

・ 9:20頃 県農業総合センターで農産物の安全検査の取り組みを視察

・ 9:50頃 食に関するＮＰＯ法人（※３）

からのレクチャー（米の試食）

※３）ＮＰＯ法人素材広場横田代表
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死
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。
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齢
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築
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セ
ン
タ
ー
試
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で
１
か
月

あ
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馬
高
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５
５
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７
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９
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０
０
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．

９
％
が
出
願
し
た
こ
と
に
な

り
、
出
願
率
は
過
去
最
高
と
な

っ
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。
福
島
県
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出
願
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は
７
０
５
９
人
。
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９
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。
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月
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２
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。　
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岡
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。
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は
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火
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に
、

福
岡
県
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新
世
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４
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南
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、
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馬
高
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れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
あ
す
12
月
15
日

（
木
）
に
出
発
し
、
16
日（
金
）

に
予
定
さ
れ
て
い
る
あ
り
あ
け

新
世
高
校
の
「
総
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す
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２
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「
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福
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発
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に
福
島
県
知
事
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ら
の
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る
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と
に
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る
。

　

３
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の
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業
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１
月
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火
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。
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年
通
り
、
始
業
式
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に
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髪
・
服
装
の
指
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、
課
題
確
認

テ
ス
ト
を
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

３
年
生
は
１
月
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土
）
、
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日（
日
）の
セ
ン
タ
ー
試
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控
え
て
、最
後
の
準
備
を
行
う
。

年
明
け
早
々
の
１
月
４
日
に
プ

レ
テ
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、
本
番
に
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と
に
な
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。　

　

15
日
に
２
学
期
の
終
業
式
が

行
わ
れ
、
明
後
日
か
ら
冬
季
休

業
に
入
る
。
（
終
業
式
の
日
程

は
下
の
通
り
）

　

４
校
時
ま
で
授
業
を
行
い
、

大
そ
う
じ
の
後
に
終
業
式
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こ
と
に
な
る
。
式
で
は
校
長

先
生
の
話
の
ほ
か
、
教
務
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進

路
、
生
徒
指
導
の
各
先
生
方
か

ら
２
学
期
の
反
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や
今
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の
課

題
に
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い
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話
が
あ
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。

　

明
後
日
か
ら
は
課
外
授
業
が

行
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れ
、
１
、
２
年
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が
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日

ま
で
の
３
日
間
、
３
年
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日
ま
で
の
７
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な
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29
日
か
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１
月
３
日
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で
は

年
末
・
年
始
の
休
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な
り
校

舎
内
に
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立
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入
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注
意
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要
だ
。
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ありあけ新世高と交流

県
内
の
実
情
に

つ
い
て
発
表

終業式日程
１校時から４校時まで
短縮４５分授業
（通常木曜日の
　　　　　　時間割）
12:15～12:50昼休み
15:50～13:20大そうじ
13:20　体育館入場
13:30　表彰伝達式
13:40　始業式　
　　　各先生方から話
　　　諸連絡
14:30　式終了
14:30　ＬＨＲ
15:00　放課

１２月１５日（木）
　10:25仙台空港発　　12:40福岡空港着
　地下鉄(福岡空港→博多駅)　
　13:52博多駅発（九州新幹線）　
　14:22新大牟田駅　
　14:40ありあけ新世高校訪問　
　16:00大牟田市近代産業遺産
　　　（宮原坑・大牟田港など）見学
　17:40ホテル着　
　19:00夕食(福島訪問の生徒と会食）
１２月１６日（金）
　9:00ホテル発　
　　ありあけ新世高校「総合学科発表会」
　　に参加　福島県の現状を発表
　　場所：大牟田市文化会館
　13:30昼食
　14:26新大牟田駅発　九州新幹線　
　14:57博多駅着　
　　　　地下鉄(博多駅→福岡空港)
　　天神など博多市内見学
　17:05福岡空港発　18:45仙台空港



○
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会

福
島
県
大
会　

12
月
９
日
～
10

日　

い
わ
き
市
南
部
ア
リ
ー

ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
個
人
60
キ
ロ
級　
　

　

第
３
位　

加
藤
光
貴　
　
　

　
　
　
　

（
相
馬
高
）　
　
　

　

３
位
と
な
っ
た
加
藤
光
貴
君

（
２
―
５
）
は
、
東
北
大
会
へ

の
出
場
権
を
得
た
。
団
体
戦
で

は
２
回
戦
で
光
南
高
校
に
惜
し

く
も
破
れ
ベ
ス
ト
８
に
と
ど
ま

っ
た
。
ま
た
、
個
人
戦
で
も
各

階
級
で
ベ
ス
ト
８
に
入
る
健
闘

を
み
せ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

東
北
大
会
は
１
月
28
日
、
29

日
に
郡
山
市
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
る
。

　

相
馬
駅
か
ら
北
に
向
か
う
電

車
が
再
運
行
す
る
こ
と
で
、
新

地
町
方
面
か
ら
相
馬
高
校
へ
の

通
学
が
便
利
に
な
る
。
い
ま
ま

で
は
Ｊ
Ｒ
の
代
行
バ
ス
で
の
通

学
だ
っ
た
の
で
、
道
路
状
況
な

ど
に
影
響
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
相
馬
―
仙
台
間
が
電

車
で
直
通
と
な
っ
た
こ
と
で
仙

台
へ
の
人
の
流
れ
が
加
速
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、

相
高
生
の
進
路
選
択
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
再
運
行
と
常

磐
高
速
道
に
よ
っ
て
震
災
か
ら

の
復
興
も
加
速
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。
た
だ
、
原
発
事
故

の
影
響
で
常
磐
線
の
上
り
方
面

は
、
小
高
駅
か
ら
竜
田
駅
が
開

通
し
て
お
ら
ず
、
東
京
方
面
へ

の
移
動
に
は
い
ま
だ
に
制
限
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、特
急
の
「
ひ

た
ち
」
な
ど
は
運
行
さ
れ
ず
普

通
列
車
の
み
の
運
行
と
な
っ
て

い
る
。
常
磐
線
の
全
面
再
開
は

平
成
31
年
に
な
る
見
通
し
だ
。

　

式
典
は
新
し
い
新
地
駅
の
駅

前
広
場
で
午
前
９
時
20
分
か
ら

行
わ
れ
た
。
快
晴
だ
っ
た
が
、

冷
た
い
風
が
吹
く
天
候
と
な
っ

た
。
安
倍
総
理
や
内
堀
県
知
事
、

新
地
町
長
な
ど
関
係
者
が
出
席

し
て
再
運
行
を
祝
っ
た
。

　

式
典
に
出
席
し
た
内
堀
雅
雄

福
島
県
知
事
に
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

常
磐
線
再
運
行
と
福
島
の
復

興
と
の
関
連
、
復
興
の
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
？　
　
　
　
　
　

　

「
新
地
町
を
は
じ
め
相
双
地

方
の
皆
さ
ん
が
懸
命
に
復
興
に

取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

今
日
の
Ｊ
Ｒ
線
の
運
行
の
よ
う

な
目
に
見
え
る
成
果
が
大
事
で

す
ね
。
多
く
の
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
今
後
も
国
、
県
、

市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て
復
興

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

　

全
国
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、

震
災
復
興
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
考
え
が
あ
り
ま
す
か
？　

　

「
全
国
の
皆
さ
ん
、
世
界
の

皆
さ
ん
に
共
感
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
今
後
も
応
援
を

続
け
て
く
れ
る
よ
う
な
取
り
組

み
が
大
切
な
ん
で
す
ね
。
私
た

ち
県
民
の
取
り
組
み
を
継
続
し

て
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
」

　

私
た
ち
常
磐
線
沿
線
の
高
校

生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

「
今
後
の
福
島
は
若
者
が
主

役
で
す
。
10
年
後
も
20
年
後
も

皆
さ
ん
の
福
島
へ
の
熱
い
思
い

を
発
信
し
続
け
て
く
だ
さ
い
」

　

内
堀
知
事
は
私
た
ち
の
質
問

に
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
た
。
安

倍
総
理
に
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

試
み
た
が
、
時
間
の
都
合
が
つ

か
な
か
っ
た
。

　

新
地
駅
で
は
、
新
地
高
校
生

に
よ
る
カ
フ
ェ
が
開
設
さ
れ
、

来
場
者
に
コ
ー
ヒ
ー
や
ワ
ッ
フ

ル
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。

　

カ
フ
ェ
に
取
り
組
ん
だ
新
地

高
校
の
横
山
勇
太
さ
ん（
３
年
）

は
「
今
ま
で
の
駅
周
辺
は
寂
し

か
っ
た
。
少
し
で
も
盛
り
上
げ

た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
企
画
は
今
年
６
月
ぐ

ら
い
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

全
員
で
15
人
ぐ
ら
い
で
取
り
組

み
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

総
理
に
花
束
を
手
渡
し
た
新

地
高
校
の
島
美
咲
さ
ん（
２
年
）

は
「
常
磐
線
の
再
運
行
は
学
校

の
み
ん
な
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

私
も
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
ま
す
が
、

通
学
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
30
分
ぐ

ら
い
朝
の
余
裕
が
で
き
ま
す
」

と
話
し
た
。

（２）平成28年12月13日(火） 相高わかこま 第43号

▲新しい駅舎に仙台行きの電車が着いた。

常磐線
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柔道選手権
県大会

60
キ
ロ
級
で
東
北
大
会
へ

柔　

道

　

震
災
の
津
波
被
害
で
不
通
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
相
馬
―
浜
吉
田
間
が
12
月
10
日(

土
）
に
開
通
し
、
相
馬
駅
か
ら
の
下
り

方
面
が
５
年
９
か
月
ぶ
り
に
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
仙
台
方
面
に
向
か
う
際
の
利
便
性
が
高
ま
っ
た
。
津
波
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
新
地
駅
舎
も
新
し
く
な
り
、
10
日
に
は
安
倍
総
理
や
県
知
事
も
出
席
し
て
新
地
駅
で
記
念
の
式
典
が
行
わ
れ
た
。
（
取
材　

大

谷
・
和
田
山
）

仙
台
へ
、一
段
と
便
利
に

▲震災直後の新地駅。電車が津波の影響で曲がっている

被
災
地
復
興
に
弾
み

▲運行再開を祝って安倍総理や内堀知事の手でテープカットが行われた。

新
地
高
生
が
カ
フ
ェ
開
設

▲高校生が自分たちで作ったワッフルを来客に手渡す。

内
堀
知
事
に
聞
く

　

校
内
の

一
部
の
ト

イ
レ
の
使

い
方
が
悪

く
、
使
用

禁
止
に
な

っ
て
い
る

箇
所
が
あ

る
。

　

も
ち
ろ

ん
使
用
禁

止
で
不
便

は

増

す

が
、
嫌
な

思
い
を
不
特
定
多
数
の
人
す

る
方
が
問
題
だ
。
ト
イ
レ
は

本
来
だ
れ
が
使
っ
て
も
い
い

し
、
安
全
で
快
適
な
場
所
で

あ
り
た
い
。
誰
も
が
お
世
話

に
な
る
公
共
の
場
所
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
、
改
め
て
学

校
内
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
に

つ
い
て
の
意
識
を
共
有
し
た

い
。

　

ト
イ
レ
の
清
掃
を
担
当
し

て
い
る
人
も
い
る
。
他
の
箇

所
と
違
っ
た
苦
労
も
あ
る
は

ず
だ
。
使
い
方
で
清
掃
当
番

に
迷
惑
は
か
け
ら
れ
な
い
。

　

誰
も
見
て
い
な
い
所
で

も
、
自
分
を
律
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
が
公
共
心
だ
。
ト

イ
レ
の
状
態
は
心
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
も
い
え
る
。
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皆で快適に使おう

心
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー


